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ヘッドライン　 ユネスコ無形文化遺産 
「伝統的酒造り」の化学

　高等学校の化学では糖の発酵による（バイオ）エタノールの生成反応が出てくるが，一般
に流通されているワイン，ビール，日本酒や焼酎などの酒類は，糖の発酵によってエタノー
ルが生成されているだけでなく，アミノ酸や乳酸，エステルなどの味や香りの成分が絶妙な
バランスで醸されている。2024 年 12 月に日本酒や焼酎など日本の「伝統的酒造り」がユネ
スコ無形文化遺産に登録されたことを機に，それらの味わいや香りの成分，生成機構などに
ついて化学的な視点から「伝統的酒造り」を紹介する。
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次号ヘッドライン  歯科治療の化学

　1978 年に香川医科大学として開学し，地域医療の発展と人類の福祉に寄与して
きた香川大学医学部。「人間性の豊かな医療人の養成」を理念に掲げ，地域社会と
ともに専門性を備えた人材を輩出してきました。2030 年の開講 50 周年に向けたプ
ロジェクトの一環として誕生した写真の「DRI 先端医学研究棟」は，『オープンマ
インド』をコンセプトに建設されました。次世代を担う学生たちが「患者を想う
心」や「社会を想う心」を育むための開かれた空間を提供し，社会の様々な人々と
の共創を通じて，最先端の医学研究と教育を未来へ繋ぐ拠点となっています。

表紙の言葉　香川大学医学部　DRI 先端医学研究棟
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